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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤、緑、青の３原色、並びに補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの少なくとも
１色で構成される複数の画素により画像を表示する液晶表示パネルによって表示すべき画
像を示す画像データであり、画素毎に前記３原色の画素データにより構成された画像デー
タをシリアルに受信する受信手段と、
　前記受信手段によってシリアルに受信された画像データを前記液晶表示パネルによって
表示できる並び順に変換する変換手段と、
　前記画像データに基づいて、画素毎に前記補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアン
の画像データである補色画像データを生成する生成手段と、
　前記生成手段によって生成された前記補色画像データから前記液晶表示パネルで表示す
る前記補色に応じた補色画像データを選択するセレクタと、
　前記変換手段によって変換された画像データ及び前記セレクタによって選択された補色
画像データを送信する送信手段と、
　を備えたタイミング・コントローラ。
【請求項２】
　前記生成手段により前記補色画像データを生成する際に前記液晶表示パネルの特性に応
じて前記補色画像データを補正するために用いられる補正係数が予め記憶された記憶手段
を更に備え、
　前記生成手段は、前記補正係数を用いて補正されたものとして前記補色画像データを生
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成する
　請求項１記載のタイミング・コントローラ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のタイミング・コントローラと、
　前記液晶表示パネルと、
　前記タイミング・コントローラの前記受信手段に送信する前記画像データを生成する画
像データ生成手段と、
　前記タイミング・コントローラの前記送信手段より送信された前記画像データ及び前記
補色画像データを受信し、これらの画像データを用いて当該画像データにより示される画
像を表示するように前記液晶表示パネルを駆動する駆動手段と、
　を備えた液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶表示パネルは、赤、緑、青の３原色と、前記補色画像データが対象としている
補色とを表示するものである
　請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　赤、緑、青の３原色、並びに補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの少なくとも
１色で構成される複数の画素により画像を表示する液晶表示パネルによって表示すべき画
像を示す画像データであり、画素毎に前記３原色の画素データにより構成された画像デー
タを生成し、
　生成した前記画像データをシリアルに送信し、
　前記画像データをシリアルに受信し、
　受信した画像データを前記液晶表示パネルによって表示できる並び順に変換すると共に
、前記画像データに基づいて、画素毎に前記補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアン
の画像データである補色画像データを生成し、
　前記生成された補色画像データから前記液晶表示パネルで表示する前記補色に応じた補
色画像データを選択し、
　前記変換された画像データ及び前記選択された補色画像データを送信し、
　送信した前記画像データ及び前記補色画像データを受信し、
　受信した前記画像データ及び前記補色画像データを用いて当該画像データにより示され
る画像を表示するように前記液晶表示パネルを駆動する
　液晶表示パネル駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイミング・コントローラ、液晶表示装置及び液晶表示パネル駆動方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では、一般に、１画素（ピクセル）をＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の３
原色のサブ・ピクセルで構成し、全ての色を表現している。この情報は、グラフィック・
プロセッサにおいて輝度信号と色差信号によりＲ，Ｇ，Ｂの階調信号に変換され、タイミ
ング・コントローラ（以下、「Ｔ－ＣＯＮ」ともいう。）に送信される。Ｔ－ＣＯＮは、
受信した階調信号を液晶表示パネルが表示できるように並び替えを行い、当該液晶表示パ
ネル上に配置された液晶表示パネル駆動用のドライバに転送する。なお、Ｔ－ＣＯＮでは
、液晶表示パネルによる表示に必要な他のデータの生成も行う。
【０００３】
　ところで、基本的に色表示は、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色の組み合わせで行われるが、Ｒ，Ｇ
，Ｂにより表現できる色の範囲は、一例として図６に示されるような、Ｒ，Ｇ，Ｂを頂点
とする三角形の範囲（色再現域）に限られる。しかしながら、更に高純度の色を表現する
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ためには、Ｒ，Ｇ，Ｂの３色のみではなく、一例として図７に示されるように、Ｙ（黄）
等の補色を追加する必要がある。
【０００４】
　これを実現するために適用できる技術として、特許文献１には、４色のサブ・ピクセル
を備える液晶パネルと、前記各サブ・ピクセルにビデオデータ信号を提供するデータドラ
イバと、前記サブ・ピクセルにスキャン・パルスを適用するゲートドライバと、外部から
入力される３色ソースデータから無彩色信号及び彩色信号の割合を分析してゲイン値を生
成し、生成したゲイン値を用いて前記３色ソースデータを４色データに変換するデータ変
換部と、前記データ変換部からの前記４色データを前記データドライバに提供すると共に
、前記ゲートドライバ及び前記データドライバを制御するタイミング・コントローラ（Ｔ
－ＣＯＮ）と、を備える技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－３１７８９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に開示されている技術では、Ｔ－ＣＯＮよりも前段側（
上流側）に設けられたデータ変換部において補色のデータを生成しているため、液晶表示
装置全体としての負担が大きくなってしまう、という問題点があった。
【０００６】
　すなわち、通常、カラー画像情報を扱う場合には、ＣＣＤ（Charge Coupled Device、
電荷結合素子）エリア・センサやＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor
）イメージ・センサ等に代表される撮像素子によるプロセスも含めて、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原
色で処理される。これに、補色データを加えることは、液晶表示装置に含まれる各種プロ
セッサやケーブル（接続配線）等に対してその分の負担が増加する。
【０００７】
　このことを、前述した一般的な液晶表示装置（グラフィック・プロセッサ、Ｔ－ＣＯＮ
、ドライバを有する液晶表示装置）に特許文献１に開示されている技術を適用した場合を
例に具体的に説明する。
【０００８】
　この場合、一例として図８に示されるように、特許文献１に開示されている技術におけ
るデータ変換部がグラフィック・プロセッサに組み込まれ、当該グラフィック・プロセッ
サにおいて補色のデータ（同図では、Ｙのデータ）を生成することになる。この場合、グ
ラフィック・プロセッサや、グラフィック・プロセッサとＴ－ＣＯＮとの間を電気的に接
続するケーブルに対してその分の負担が増加する。例えば、同図に示すように、補色デー
タとしてＹのデータのみを追加した場合、グラフィック・プロセッサで扱うデータ量は単
純に３分の４倍となり、これはシステムにおける全てのＬＳＩ（Large Scale Integrated
 Circuit、大規模集積回路）やケーブルの負担となる。
【０００９】
　すなわち、同図に示される液晶表示装置では、グラフィック・プロセッサにおいてＲ，
Ｇ，Ｂ，Ｙの各データを生成し、Ｔ－ＣＯＮに送信する。この際、送信される信号はＬＶ
ＤＳ（Low Voltage Differential Signaling）方式と呼ばれる方式によって低振幅差動信
号が用いられることが一般的であり、Ｒ，Ｇ，Ｂの３色のみの場合では、Ｒ，Ｇ，Ｂデー
タを１０ビットとし、クロック信号をＯＤＤ及びＥＶＥＮで分割した場合、合計２４本（
＝１２本×２組）の信号線で配線される。これに対し、Ｙのデータを加えると、単純に３
０～３２本の信号線が必要となるか、又はデータ転送周波数を３分の４倍にしなければな
らない。
【００１０】
　本発明は、上記問題点を解消するためになされたものであり、補色のデータを新たに生
成することに起因する液晶表示装置全体としての負担の増加を抑制することができるタイ
ミング・コントローラ、液晶表示装置及び液晶表示パネル駆動方法を提供することを目的
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とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載のタイミング・コントローラは、赤、緑、
青の３原色、並びに補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの少なくとも１色で構成
される複数の画素により画像を表示する液晶表示パネルによって表示すべき画像を示す画
像データであり、画素毎に前記３原色の画素データにより構成された画像データをシリア
ルに受信する受信手段と、前記受信手段によってシリアルに受信された画像データを前記
液晶表示パネルによって表示できる並び順に変換する変換手段と、前記画像データに基づ
いて、画素毎に前記補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの画像データである補色
画像データを生成する生成手段と、前記生成手段によって生成された前記補色画像データ
から前記液晶表示パネルで表示する前記補色に応じた補色画像データを選択するセレクタ
と、前記変換手段によって変換された画像データ及び前記セレクタによって選択された補
色画像データを送信する送信手段と、を備えている。
【００１２】
　請求項１に記載のタイミング・コントローラによれば、赤、緑、青の３原色、並びに補
色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの少なくとも１色で構成される複数の画素によ
り画像を表示する液晶表示パネルによって表示すべき画像を示す画像データであり、画素
毎に前記３原色の画素データにより構成された画像データが受信手段によってシリアルに
受信され、受信された画像データが変換手段により前記液晶表示パネルによって表示でき
る並び順に変換される。なお、上記受信手段には、有線により受信するものの他、無線に
より受信するものも含まれる。
【００１３】
　ここで、請求項１に記載の発明では、生成手段により、前記画像データに基づいて、画
素毎に前記補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの画像データである補色画像デー
タが生成され、セレクタにより、前記生成手段によって生成された補色画像データから前
記液晶表示パネルで表示する前記補色に応じた補色画像データが選択され、前記変換手段
によって変換された画像データ及び前記セレクタによって選択された補色画像データが送
信手段によって送信される。なお、上記送信手段には、有線により送信するものの他、無
線により送信するものも含まれる。
【００１４】
　このように、請求項１に記載のタイミング・コントローラによれば、補色画像データを
当該タイミング・コントローラにおいて生成するようにしているので、当該タイミング・
コントローラよりも上流側に位置される部位で補色画像データを生成する場合に比較して
、補色のデータを新たに生成することに起因する液晶表示装置全体としての負担の増加を
抑制することができる。
【００１５】
　なお、本発明は、補色が、イエロー、マゼンタ、シアンの少なくとも１色である。これ
により、補色画像データとして、適用した色の画像データを生成することができる。
【００１６】
　また、本発明は、請求項２に記載の発明のように、前記生成手段により前記補色画像デ
ータを生成する際に前記液晶表示パネルの特性に応じて前記補色画像データを補正するた
めに用いられる補正係数が予め記憶された記憶手段を更に備え、前記生成手段が、前記補
正係数を用いて補正されたものとして前記補色画像データを生成するものとしてもよい。
これにより、補色画像データを液晶表示パネルの特性に応じた好適なものとして生成する
ことができる。なお、上記記憶手段には、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＥＥＰＲＯ
Ｍ（Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory）、フラッシュＥＥＰ
ＲＯＭ（Flash EEPROM）等の半導体記憶素子、ＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブル・ディスク等
の可搬記録媒体やハードディスク等の固定記録媒体、或いはネットワークに接続されたサ
ーバ・コンピュータ等に設けられた外部記憶装置が含まれる。
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【００１７】
　一方、上記目的を達成するために、請求項３に記載の液晶表示装置は、請求項１又は請
求項２記載のタイミング・コントローラと、前記液晶表示パネルと、前記タイミング・コ
ントローラの前記受信手段に送信する前記画像データを生成する画像データ生成手段と、
前記タイミング・コントローラの前記送信手段より送信された前記画像データ及び前記補
色画像データを受信し、これらの画像データを用いて当該画像データにより示される画像
を表示するように前記液晶表示パネルを駆動する駆動手段と、を備えている。
【００１８】
　請求項３に記載の液晶表示装置には、本発明のタイミング・コントローラと、前記液晶
表示パネルとが備えられている。
【００１９】
　ここで、請求項３に記載の発明では、前記タイミング・コントローラの前記受信手段に
送信する前記画像データが画像データ生成手段によって生成される一方、駆動手段により
、前記タイミング・コントローラの前記送信手段より送信された前記画像データ及び前記
補色画像データが受信され、これらの画像データが用いられて当該画像データにより示さ
れる画像が表示されるように前記液晶表示パネルが駆動される。
【００２０】
　このように、請求項３に記載の液晶表示装置によれば、本発明のタイミング・コントロ
ーラを有しているので、当該タイミング・コントローラと同様に、補色のデータを新たに
生成することに起因する液晶表示装置全体としての負担の増加を抑制することができる。
【００２１】
　なお、本発明は、請求項４に記載の発明のように、前記液晶表示パネルが、赤、緑、青
の３原色と、前記補色画像データが対象としている補色とを表示するものとしてもよい。
これにより、液晶表示パネルが上記補色を表示できない場合に比較して、より高純度の色
を表現することができる。
【００２２】
　一方、上記目的を達成するために、請求項５に記載の液晶表示パネル駆動方法は、赤、
緑、青の３原色、並びに補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアンの少なくとも１色で
構成される複数の画素により画像を表示する液晶表示パネルによって表示すべき画像を示
す画像データであり、画素毎に前記３原色の画素データにより構成された画像データを生
成し、生成した前記画像データをシリアルに送信し、前記画像データをシリアルに受信し
、受信した画像データを前記液晶表示パネルによって表示できる並び順に変換すると共に
、前記画像データに基づいて、画素毎に前記補色であるイエロー、マゼンタ、及びシアン
の画像データである補色画像データを生成し、前記生成された補色画像データから前記液
晶表示パネルで表示する前記補色に応じた補色画像データを選択し、前記変換された画像
データ及び前記選択された補色画像データを送信し、送信した前記画像データ及び前記補
色画像データを受信し、受信した前記画像データ及び前記補色画像データを用いて当該画
像データにより示される画像を表示するように前記液晶表示パネルを駆動するものである
。
【００２３】
　従って、請求項５に記載の液晶表示パネル駆動方法によれば、本発明の液晶表示装置と
同様に作用するので、当該液晶表示装置と同様に、補色のデータを新たに生成することに
起因する液晶表示装置全体としての負担の増加を抑制することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明のタイミング・コントローラによれば、補色画像データを当該タイミング・コン
トローラにおいて生成するようにしているので、当該タイミング・コントローラよりも上
流側に位置される部位で補色画像データを生成する場合に比較して、補色のデータを新た
に生成することに起因する液晶表示装置全体としての負担の増加を抑制することができる
、という効果が得られる。
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【００２５】
　また、本発明の液晶表示装置によれば、本発明のタイミング・コントローラを有してい
るので、当該タイミング・コントローラと同様に、補色のデータを新たに生成することに
起因する液晶表示装置全体としての負担の増加を抑制することができる、という効果が得
られる。
【００２６】
　更に、本発明の液晶表示パネル駆動方法によれば、本発明の液晶表示装置と同様に作用
するので、当該液晶表示装置と同様に、補色のデータを新たに生成することに起因する液
晶表示装置全体としての負担の増加を抑制することができる、という効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２８】
　まず、図１を参照して、本実施の形態に係る液晶表示装置１０の構成を説明する。
【００２９】
　同図に示されるように、液晶表示装置１０は、複数の画素により画像を表示する液晶表
示パネル５０を備えている。なお、本実施の形態に係る液晶表示パネル５０は、ＴＦＴ方
式等のアクティブ・マトリクス方式のものとされているが、これに限らず、ＳＴＮ方式、
ＤＳＴＮ方式等の単純マトリクス方式等の他の方式の液晶表示パネルを適用することもで
きる。
【００３０】
　また、液晶表示装置１０は、液晶表示パネル５０によって表示すべき画像を示す画像デ
ータであり、画素毎にＲ，Ｇ，Ｂの３原色の画素データにより構成された画像データを生
成するグラフィック・プロセッサ２０を備えている。なお、本実施の形態に係るグラフィ
ック・プロセッサ２０は、生成した画像データをシリアルに送信するものとされている。
【００３１】
　また、液晶表示装置１０は、グラフィック・プロセッサ２０の上記画像データを送信す
る出力端子に入力端子が接続されたタイミング・コントローラ（Ｔ－ＣＯＮ）３０を備え
ている。なお、本実施の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０は、グラフィック・プロセッサ２０か
ら受信した画像データを液晶表示パネル５０によって表示できる並び順に変換する。また
、Ｔ－ＣＯＮ３０は、液晶表示パネル５０によって表示できる並び順に変換された画像デ
ータ（以下、「変換画像データ」という。）に基づいて、当該変換画像データにより示さ
れる画像を示す補色の画像データである補色画像データを生成する役割も有している。そ
の他、Ｔ－ＣＯＮ３０は、液晶表示パネルによる表示に必要な他のデータの生成も行う。
【００３２】
　なお、本実施の形態に係る液晶表示装置１０では、グラフィック・プロセッサ２０から
Ｔ－ＣＯＮ３０への画像データの送信がＬＶＤＳ方式によって行われる。
【００３３】
　一方、液晶表示装置１０は、Ｔ－ＣＯＮ３０の上記変換画像データ及び補色画像データ
を送信する出力端子に入力端子が接続されたドライバ４０を備えている。なお、本実施の
形態に係るドライバ４０は、Ｔ－ＣＯＮ３０から受信した変換画像データ及び補色画像デ
ータを用いて、これらの画像データにより示される画像を表示するように液晶表示パネル
５０を駆動させる。
【００３４】
　次に、図２を参照して、本実施の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０の構成を説明する。
【００３５】
　同図に示されるように、Ｔ－ＣＯＮ３０は、グラフィック・プロセッサ２０の上記画像
データを送信する出力端子に入力端子が接続されたレシーバ３１を備えている。なお、本
実施の形態に係るレシーバ３１は、グラフィック・プロセッサ２０からＬＶＤＳ方式にて
送信されてきた画像データをロジック電圧レベルまで昇圧する。
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【００３６】
　また、Ｔ－ＣＯＮ３０は、レシーバ３１の昇圧後の画像データを出力する出力端子に入
力端子が接続されたシリアル／パラレル変換部３２を備えている。なお、本実施の形態に
係るシリアル／パラレル変換部３２は、レシーバ３１から入力された画像データを、液晶
表示パネル５０によって表示できる並び順に変換して変換画像データを生成する。
【００３７】
　また、Ｔ－ＣＯＮ３０は、シリアル／パラレル変換部３２の変換画像データを出力する
出力端子に入力端子が接続されたサブ・ピクセル生成部３３を備えている。なお、本実施
の形態に係るサブ・ピクセル生成部３３は、シリアル／パラレル変換部３２から入力され
た変換画像データに基づいて上記補色画像データを生成する。
【００３８】
　ここで、本実施の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０は、サブ・ピクセル生成部３３に接続され
ると共に、サブ・ピクセル生成部３３により補色画像データを生成する際に、液晶表示パ
ネル５０の特性に応じて当該補色画像データを補正するために用いられる補正係数が予め
記憶されたルック・アップ・テーブル（以下、「ＬＵＴ」という。）３４を備えている。
【００３９】
　なお、上記液晶表示パネル５０の特性には、当該液晶表示パネル５０に設けられている
カラー・フィルターの特性、バックライト照明の波長の特性等が含まれる。また、本実施
の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０は、複数種類の液晶表示パネルに対応可能なものとして構成
されており、ＬＵＴ３４には、対応対象としている複数種類の液晶表示パネルの特性に応
じた複数種類の補正係数が予め記憶されている。
【００４０】
　そして、本実施の形態に係るサブ・ピクセル生成部３３では、液晶表示装置１０におい
て適用している液晶表示パネル５０の上記特性に応じた補正係数をＬＵＴ３４から読み出
し、当該補正係数を用いて補正されたものとして補色画像データを生成する。なお、本実
施の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０では、ＬＵＴ３４を、書き換え可能な不揮発性メモリであ
るＥＥＰＲＯＭにより構成しているが、これに限らず、書き換え不可能なメモリや、揮発
性メモリにより構成してもよい。ここで、揮発性メモリにより構成する場合は、補正係数
に関するデータを別途書き込む機構が必要となる。
【００４１】
　更に、Ｔ－ＣＯＮ３０は、サブ・ピクセル生成部３３の補色画像データを出力する出力
端子と、シリアル／パラレル変換部３２の変換画像データを出力する出力端子とに入力端
子が接続されると共に、ドライバ４０の入力端子に出力端子が接続されたトランスミッタ
３５を備えている。なお、本実施の形態に係るトランスミッタ３５は、入力した変換画像
データ及び補色画像データを、ＲＳＤＳ（Reduced Swing Differential Signaling）方式
やｍｉｎｉ－ＬＶＤＳ方式等のドライバ４０が受信できるフォーマットに変換してドライ
バ４０に送信する。
【００４２】
　ここで、上記サブ・ピクセル生成部３３による補色画像データの生成手法について説明
する。
【００４３】
　図３には、広く一般に知られている加法混色の色関係図が示されている。同図から明ら
かなように、ＹのデータはＲ及びＧによって生成することができる。通常、液晶表示装置
において色データは８ビット（２５６レベル）で表現され、純粋なＹは、Ｒ＝２５５，Ｇ
＝２５５，Ｂ＝０により定義することができ、Ｙのデータは単純に次の（１）式によって
算出することができる。なお、（１）式におけるｋは、前述したＬＵＴ３４に記憶されて
いる、Ｙに対応する補正係数である。
【００４４】
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【数１】

　同様に、Ｃのデータは次の（２）式によって算出することができ、Ｍのデータは次の（
３）式によって算出することができる。なお、（２）式におけるｋ’はＣに対応する上記
補正係数であり、（３）式におけるｋ’’はＭに対応する上記補正係数である。
【００４５】

【数２】

　本実施の形態に係るサブ・ピクセル生成部３３では、シリアル／パラレル変換部３２か
ら入力された変換画像データを画素毎に上記（１）式～（３）式に代入すると共に、液晶
表示パネル５０に対応する補正係数を上記（１）式～（３）式に代入することにより、Ｙ
，Ｃ，Ｍの各補色に対応する画像データを生成する。
【００４６】
　なお、図４に示されるように、本実施の形態に係るサブ・ピクセル生成部３３にはセレ
クタ３３Ａが備えられる一方、Ｔ－ＣＯＮ３０の外部には搭載している液晶表示パネルの
種類を設定するための選択端子３６が備えられており、当該選択端子３６に対する設定に
応じて、トランスミッタ３５に出力する補色画像データを選択的に切り替えることができ
る。
【００４７】
　ここで、本実施の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０は、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色のみにより画像を
表示する液晶表示パネルと、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙの４色により画像を表示する液晶表示パネル
と、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃの５色により画像を表示する液晶表示パネルと、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ
，Ｃ，Ｍの６色により画像を表示する液晶表示パネルとの４種類の液晶表示パネルに対応
するものとされている。
【００４８】
　次に、図５を参照して、Ｔ－ＣＯＮ３０の作用を説明する。なお、図５は、Ｔ－ＣＯＮ
３０で実行される処理の流れを示すフローチャートである。また、ここでは、錯綜を回避
するために、搭載している液晶表示パネルが液晶表示パネル５０であることを示す設定が
選択端子３６に対してなされている場合について説明する。
【００４９】
　まず、同図のステップ１００では、グラフィック・プロセッサ２０からのレシーバ３１
を介した画像データの受信開始待ちを行い、次のステップ１０２では、ＬＶＤＳ方式で受
信された画像データをレシーバ３１によってロジック電圧レベルまで昇圧し、更に、次の
ステップ１０４にて、昇圧後の画像データをシリアル／パラレル変換部３２によって液晶
表示パネル５０により表示できる並び順に変換して変換画像データを生成する。
【００５０】
　次のステップ１０６では、サブ・ピクセル生成部３３により、上記変換画像データに基
づいて上記補色画像データを生成する。
【００５１】
　なお、このとき、サブ・ピクセル生成部３３は、選択端子３６の設定に応じて特定され
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る液晶表示パネル５０の特性に応じた補正係数をＬＵＴ３４から読み出し、当該補正係数
を上記（１）式～（３）式に代入することによって補色画像データを生成し、液晶表示パ
ネル５０により用いられる補色画像データのみをセレクタ３３Ａにより選択して出力する
。
【００５２】
　次のステップ１０８では、トランスミッタ３５により、サブ・ピクセル生成部３３から
入力された補色画像データ及びシリアル／パラレル変換部３２から入力された変換画像デ
ータをドライバ４０が受信できるフォーマットに変換してドライバ４０に送信する。
【００５３】
　なお、本実施の形態に係るＴ－ＣＯＮ３０では、以上のステップ１０２～ステップ１０
８の処理を所定画素数単位でリアルタイムに実行するものとされている。そこで、次のス
テップ１１０では、グラフィック・プロセッサ２０からの画像データの受信が終了したか
否かを判定し、否定判定となった場合は上記ステップ１０２に戻り、肯定判定となった時
点で本処理を終了する。
【００５４】
　以上詳細に説明したように、本実施の形態によれば、補色画像データをタイミング・コ
ントローラにおいて生成するようにしているので、当該タイミング・コントローラよりも
上流側に位置される部位（一例として、グラフィック・プロセッサ２０）で補色画像デー
タを生成する場合に比較して、補色のデータを新たに生成することに起因する液晶表示装
置全体としての負担の増加を抑制することができる。
【００５５】
　また、本実施の形態によれば、前記補色を、イエロー、マゼンタ、シアンの少なくとも
１色であるものとしているので、補色画像データとして、適用した色の画像データを生成
することができる。
【００５６】
　更に、本実施の形態によれば、補色画像データを生成する際に、液晶表示パネルの特性
に応じて当該補色画像データを補正するために用いられる補正係数を用いて補正されたも
のとして補色画像データを生成しているので、補色画像データを液晶表示パネルの特性に
応じた好適なものとして生成することができる。
【００５７】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。発明の要旨を逸脱しない範囲で上記実施の形態に多様な
変更または改良を加えることができ、当該変更または改良を加えた形態も本発明の技術的
範囲に含まれる。
【００５８】
　また、上記の実施の形態は、クレーム（請求項）にかかる発明を限定するものではなく
、また実施の形態の中で説明されている特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須
であるとは限らない。前述した実施の形態には種々の段階の発明が含まれており、開示さ
れる複数の構成要件における適宜の組み合わせにより種々の発明を抽出できる。実施の形
態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、効果が得られる限りにお
いて、この幾つかの構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【００５９】
　例えば、上記実施の形態では、補色画像データを生成する処理をハードウェアの構成に
よって実現した場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例え
ば、当該処理をソフトウェア構成により実現する形態とすることもできる。この場合の形
態例としては、例えば、図５に示した処理をコンピュータにより実行可能なプログラムに
より実行するようにする形態を例示することができる。この場合は、上記実施の形態に比
較して、液晶表示装置の低コスト化が期待できる。なお、この場合、上記コンピュータを
タイミング・コントローラに内蔵することになる。
【００６０】
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　また、上記実施の形態では、Ｔ－ＣＯＮ３０において、サブ・ピクセル生成部３３によ
り、シリアル／パラレル変換部３２による変換後の画像データに基づいて補色画像データ
を生成する場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、シリアル
／パラレル変換部３２による変換前の画像データに基づいて補色画像データを生成する形
態とすることもできる。この場合も、上記実施の形態と同様の効果を奏することができる
。
【００６１】
　その他、上記実施の形態で説明した液晶表示装置１０の構成（図１，図２，図４参照。
）は一例であり、本発明の主旨を逸脱しない範囲内において不要な部分を削除したり、新
たな部分を追加したりすることができることは言うまでもない。
【００６２】
　また、上記実施の形態で示した（１）式～（３）式の各演算式も一例であり、原色デー
タに基づいて補色データを算出することのできる他の演算式を用いてもよいことも言うま
でもない。
【００６３】
　更に、上記実施の形態で説明したＴ－ＣＯＮ３０により実行される処理の流れ（図５参
照。）も一例であり、本発明の主旨を逸脱しない範囲内において不要なステップを削除し
たり、新たなステップを追加したり、処理順序を入れ替えたりすることができることは言
うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】実施の形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態に係るタイミング・コントローラの詳細な構成を示すブロック図であ
る。
【図３】加法混色の色関係図である。
【図４】実施の形態に係るサブ・ピクセル生成部の詳細な構成を示すブロック図である。
【図５】実施の形態に係るタイミング・コントローラで実行される処理の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図６】背景技術の説明に供する図であり、Ｒ，Ｇ，Ｂのみを用いる場合の色再現域を示
す色度図（ＣＩＥ１９３１色度図）である。
【図７】背景技術の説明に供する他の図であり、Ｒ，Ｇ，Ｂに加えてＹを用いる場合の色
再現域を示す色度図である。
【図８】従来の液晶表示装置の全体構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６５】
　　１０　　液晶表示装置
　　２０　　グラフィック・プロセッサ（画像データ生成手段）
　　３０　　タイミング・コントローラ
　　３１　　レシーバ（受信手段）
　　３２　　シリアル／パラレル変換部（変換手段）
　　３３　　サブ・ピクセル生成部（生成手段）
　　３３Ａ　　セレクタ
　　３４　　ルック・アップ・テーブル（記憶手段）
　　３５　　トランスミッタ（送信手段）
　　３６　　選択端子
　　４０　　ドライバ（駆動手段）
　　５０　　液晶表示パネル
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示面板50，以便使用这些转换后的图像数据和补色图像数据显示图像给
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